
みんなで防災！2022 

～地域に繋げる防災の輪～

香川大学防災士クラブ



活動目的

 防災意識を地域の方、特に小学生に持ってもらうきっかけ
にする

 学生自身の防災意識を高める

 コロナ禍でも対策をしながら継続した防災啓発を行う

 普段の防災士クラブの活動を少しでも知ってもらう



今年度の主な実施内容（11/7 現在）

 大学祭ー非常持ち出し袋・非常食・工作の展示

無線機体験・避難体験・避難所体験

⇒学生が作った非常持ち出し袋のリストが好評

 防災教室ー被災体験の紙芝居（小学生）

非常持ち出し袋ビンゴ（小学生）

非常持ち出し袋ゲーム（中学生）
非常持ち出し袋に関しては
年齢に合わせて内容を
変更しています



大学祭ー非常持ち出し袋（展示）

 リストの配布・見本の展示を行った

・質問を受けることが多く関心の高さが感じられた

非常時持ち出し袋 一覧表

・貴重品
□ 健康保険証のコピー
□ 預金通帳のコピー
□ 現金
□ 認印

・食品類
□ 飲料水
□ 食塩(少量)
□ 自分に合った保存食
(子供向け、高齢者向け等)

・衣類
□ 防寒具(銀シート等)
□ 雨具(カッパ類)
□ 下着

・生活用品
□ タオル
□ 懐中電灯

(ヘッドライト等)
□ 携帯トイレ
□ 携帯電話
□ ラジオ
□ ポリ袋
□ ティッシュペーパー
□ 作業用手袋 (軍手等)
□ レジャーシート

・サバイバル用品
□ ライター
□ ロープ
□ ナイフ
□ テント

(ブルーシート等)

共通(あるべきもの)

・高齢者用品
□ 高齢者手帳
□ おむつ
□ 介護用品
□ 日用品 (杖や眼鏡等)

・衛生、医薬品
□ マスク
□ 歯ブラシ
□ ラップ
□ アルコール消毒液
□ 救急セット

(絆創膏等)

個人別(ある方が良いもの)

・赤ちゃん用品
□ ミルク
□ おむつ
□ 母子手帳
□ おもちゃ

・その他 (女性日用品等)

必要なものは個人によって違う！

自分が災害時に困らないように
自分だけの非常用持ち出し袋を

作ってみよう！

作ろう！

非常用持ち出し袋
非常用持ち出し袋って何？

災害時などの非常時に
本当に必要なものを
必要最低限入れたもの

自分だけの

よくある非常用持ち出し袋

・水
・食品(非常食・保存食)
・防災用ヘルメット
・衣類・下着
・懐中電灯
・携帯ラジオ
・電池
・現金
・携帯トイレ

・救急用品
・使い捨てカイロ
・ブランケット
・軍手
・洗面用具
・歯ブラシ・歯磨き粉
・タオル
・貴重品 など

このまま用意するのはちょっと待った！！！

既存の非常用持ち出し袋には
自分にとっては使わない不要なものがあったり
必要なものが入っていなかったりすることがあります。
非常用持ち出し袋は
自分にとって、家族にとって本当に必要なのものがなにか考えること
が大切です。

薬が毎日必要だから
おくすり手帳のコピーと数日分の薬が
あると安心ね。
老眼鏡の予備も入れておきましょう。

生理用品は多めに入れておこう！
あと、予備のコンタクトレンズと
眼鏡が必要だな。

おむつや離乳食を入れておこう。
子供のストレスを緩和できるよう
にちょっとしたおもちゃもいれて
おこうかな。

裏ページで実際に作ってみよう！

感染対策のために
マスクや消毒液などは自分で
多めに用意しておこう。

持病を持つお年寄りの方
幼い子供を持つ親

基礎疾患があり
コロナの重症化
リスクのある人

コンタクトレンズを
使用している女性



大学祭ー非常食（展示）

 コロナの影響もあり、実際に調理・配布等は行えなかった

⇒レシピや見本の掲示を行った

～参加者の声～
○普段から作ることができそう
○思った以上に美味しそう



大学祭ー工作（展示）・その他（体験）

 防災に興味を持ってもらえるような工作の展示

⇒工作キット「紙ぶるる」の配布が好評

 その他、体験コーナーを実施

↔所要時間や宣伝不足により参加者は少なかった

⇒来年に向けての課題



防災教室について

 6月

 7月

 10月

 11月 さぬき市防災教室

岡山県矢掛高等学校

十河コミュニティセンター
倉敷市立児島中学校

高松市立円座小学校

依頼に応じた内容を行っています。
非常持ち出し袋に関する依頼が多いです。



来年度に向けて

 改善点をまとめ、継続して防災啓発活動が行えるように計画中

 コロナの影響に対応した企画を

一人でも多くの人に防災に興味を
持ってもらえたら嬉しいです。


